
五島市立久賀小中学校 学校だより

『笑顔輝く久賀っ子』第７号
Ｒ６.６.１７発行 文責：校長 中村久美彦

【中学１・２年生】

久賀小中学校では、６月１１日から６月１７

日までの一週間を「久賀っ子の心をみつめる教

育週間」として、様々な教育活動に取り組みま

した。その中で、全学年による道徳の授業を行

い、命について真剣に考えました。 小学６年生の時に骨肉腫と診断された猿

渡瞳さんは、２年間にも及ぶ闘病生活を送り

【小学１年生】 ました。病気を治して自分の夢を実現させよ

自分の身近 うとする瞳さんの姿から、「限りある命を懸

なものにはそ 命に生きることの素晴らしさ」について真剣

れぞれ命があ に考えました。

ることを知り、

生まれたばか 【中学３年生】

りの「命」にど 臓器の提供

んな声を掛けるか考えました。そして、「命」は について悩む

みんなから大切にされていることに気づくこと 家族、そして、

ができました。 臓器移植を望

【小学４・５年生】 む家族の切な

る思いを想像

しました。大切な人が、もし、そのような立

場になったとしたら・・・。授業を参観し、

私自身も深く考えさせられました。中学３年

生の２人にとって、改めて大切な人を思いや

１１歳で亡くなった宮越由貴奈さんが作った る貴重な時間となったことでしょう。

「命」という詩をもとに、「せいいっぱい生きる」

ことについて考えました。４年生、５年生にと ☆道徳の授業後の振り返りを紹介します！

って「せいいっぱい生きる」とはどのようなこ 【湯田千晶さん】

とか考えるのは難しかったようです。しかし、 せいいっぱい生きるためには、今を楽しむ

自分の生活を振り返り、今、自分ができること ことが大切だと思います。

にせいいっぱい取り組もうと決意することがで 【大和田勘二くん】

きました。 もっと命をピカピカにしたい！

命について考えました！



６月９日（日）に中総体陸上競技大会が行わ

れ、丈登くんが「１００ｍ走・２００ｍ走」、希

望くんが「８００ｍ走・１５００ｍ走」に出場

しました。

小雨の降る中、持てる力を振り絞り、全力で

走り抜く２人の姿に本当に感動しました。後輩

達の目にも、何事にもチャレンジし全力で取り

組む３年生が格好良く映ったことでしょう。

昨日、プール清掃を行い、坂本先生、稲田さ

ん、小島さん、森さん、しま親の田中さんご夫

妻、塩脇さん、時津さんにご協力いただきまし

た。本当にありがとうございました！

久賀小中学校のホームページ http://hisakashochu.tn.goto-tv.ne.jp/

ありがとうございました！

全力を尽くした陸上大会！ 校長室より！

いち早く競技が終

了した丈登くん。ゆ

っくりお弁当を食

べ、リラックス！

小学生も校外学

習として応援に行

きました。手作りの

ボンボンを使って

声援です！

教育週間のスタートにあたり、全校朝

会で、小学５年生の時に骨肉腫となり、

その治療のために５回の手術を行った

「親川智子さん」が作った詩を紹介しま

した。

生まれ変われるとしたら・・・

もし 生まれ変われるとしたら

お金もいらない なにもなくていい

生まれ変われるとしたら 健康でいたい

もし 生まれ変われるとしたら

空にもなりたいけど 鳥にもなりたいけど

生まれ変われるとしたら 健康な人でいたい

もし 生まれ変われるとしたら

もし 今 生まれ変われるとしたら

私は・・・ 健康な人になりたいです

この親川智子さんは、５回手術をした

のですが、ガンが全身に転移し、中学２

年生の時に亡くなりました。

「病気をしない。健康な体でいるのは決

して当たり前ではありません。急に命が

なくなることもあるかもしれません。だ

からこそ、健康でいることに感謝し、命

を大切にしてほしいです。そして、せい

いっぱい自分にできることを頑張って欲

しいです。」と、児童生徒に話をしました。

教育週間で真剣に考えた「命」。これか

らも、自分の命、そして他人の命を大切

にしてほしいと願っています。


